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生残率を確認した。飼育期間は 80 日とし、水温 25ºC、塩分 32ppt、pH8.0~8.5、酸素飽和濃度 90%以





明を制御することで長日条件を維持し、雄 1 尾に対して雌 2 尾の比率で収容した。その結果 4 尾の供
試雌のうち、2 尾に交尾栓が確認できた。交尾栓を保持する雌から卵巣が太く発達している雌 1 尾を









行った。まず、 第 2 章の方法で培養したキートセロスとテトラセルミスを、4℃の冷蔵庫に保存し、
クルマエビ幼生の餌料として用いた。クルマエビの幼生の飼育は 2L フラスコを用いて行った。飼育
密度は 50 尾/ L、飼育温度 28ºC、塩分 32ppt、通気量 0.5L/min、光量子密度 8μ mol / m2/ s、光周期 12L : 
















組成に関しては現在分析中である。このことからキートセロスの EPA および LA の含量に飼育排水へ
のマンガン添加が影響を及ぼしていることが示唆されるとともに、飼育排水にマンガンを添加した培
地で培養した藻類を給餌したクルマエビは十分に種苗生産が可能であることが明らかとなった。  
これらの結果から、閉鎖循環式養殖システムにおけるクルマエビの完全養殖の確立および廃棄物を
餌料として用いる人工生態系養殖が可能であることが示唆された。 
